
一
九
九
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

一
九
九
九
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

新
入
生
歓
迎
会

四
月
五
日

田
辺
校
地
紫
苑
館

学
生
部
会
主
催

国
文
学
会
総
会
、
研
究
発
表
会

六
月
一
三
日

寧
静
館
会
議
室

総
会

研
究
発
表
会

三
島
由
紀
夫
の
「
熊
野
」
｜
三
島
歌
舞
伎
と
「
近
代
能
楽
集
」
と
｜

木
谷
真
紀
子
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

工
業
高
校
に
お
け
る
国
語
教
育大

塚
実
（
京
都
市
立
伏
見
工
業
高
校
教
諭
）

「
夕
鶴
」
と
「
昆
曲
夕
鶴
」
呉
艶
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

揚
平
友
（
中
国
北
方
昆
曲
劇
院
・
本
学
客
員
研
究
員
）

公
開
講
演
会
・
研
究
発
表
会

一
一
月
七
日

寧
静
館
会
議
室

公
開
講
演

韓
国
「
パ
ン
ソ
リ
」
と
日
本
の
語
り
も
の

千
二
斗
（
本
学
客
員
教
授
・
文
学
博
士
）

研
究
発
表

田
中
英
光
『
野
狐
』
論
｜

野
狐

の
意
味

玄
政
勲
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
）

東
西
の
女
流
劇
作
家
に
よ
る
能
の
再
生
｜
湯
浅
裕
子
の
「
は
ん
に
ゃ
ミ

リ
ア
ム
」
｜

ア
ン
パ
ロ
・
ア
デ
リ
ナ
・
ウ
マ
リ

（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

笛
吹
く
薫
｜
「
こ
の
君
」
へ
の
相
伝
と
し
て
｜

桑
原
一
歌
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

学
生
部
会
講
演
会

一
二
月
一
〇
日

田
辺
校
地
知
真
館
二
｜
二
〇
二

ヒ
ロ
寺
平
（

）

「
京
都
よ
、
わ
が
情
念
の
は
る
か
な
飛
翔
を
支
え
よ
」

一
二
月
一
三
日

尋
真
館
四
〇

松
原
好
之
（
作
家
）

同
志
社
国
文
学

第
五
十
一
号

二
〇
〇
〇
年
一
月
一
〇
日
発
行

第
五
十
二
号

二
〇
〇
〇
年
三
月
二
〇
日
発
行

国
文
学
会
会
報

第
二
七
号

二
〇
〇
〇
年
三
月
二
〇
日

一
九
九
九
年
度
修
士
論
文
題
目

平
家
公
達
草
紙
の
性
格
と
位
置
づ
け
に
関
す
る
考
察

小

林

加
代
子

一
九
九
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

七
二



『
春
雨
物
語
』
の
樊
噌
と
『
洪
吉
童
伝
』
の
洪
吉
童

｜
｜
『
水
滸
伝
』
の
英
雄
譚
の
日
韓
二
様
の
受
容
｜
｜ 金

美

蓮

三
好
達
治
の
四
行
詩

｜
｜
俳
句
の
影
響
を
通
じ
て
｜
｜

元

木

直

子

泉
鏡
花
の
文
学
作
品
に
お
け
る
漢
詩
・
詞
の
受
容

銭

森

外
「
灰
燼
」
試
論

｜
｜
「
新
聞
」
へ
の
拘
泥
に
着
目
し
て
｜
｜

小

出

久
美
子

『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』
の
漢
字
表
記

｜
｜
漢
語
の
受
容
と
振
り
仮
名
の
役
割
｜
｜

塩

江

敦

子

一
九
九
九
年
卒
業
論
文
題
目

東
歌
に
お
け
る
序
詞
と
地
名

加

藤

敬

暁

『
萬
葉
集
』
巻
二
・
大
津
皇
子
関
係
歌

｜
｜
仮
託
と
い
う
方
法
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

河

合

美

貴

「
讃
岐
の
狭
岑
の
島
に
し
て
、
石
の
中
の
死
人
を
見
て
、
柿
本
人
麻
呂
の

作
る
歌
」
の
考
察

｜
｜
挽
歌
と
異
常
死
の
関
連
か
ら
｜
｜

北

村

い
づ
み

万
葉
集
巻
十
、
七
夕
歌
群
に
つ
い
て

長

野

耕

治

『
万
葉
集
』
の
私
家
集
に
つ
い
て

｜
｜
『
笠
朝
臣
金
村
歌
集
』
を
例
に
｜
｜

田

野

順

也

『
今
昔
物
語
集
』「
以
陰
陽
術
殺
人
語
」
考

稲

森

麻
里
子

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
四
八
話
「
雀
報
恩
の
事
」
考

犬

飼

佳
奈
子

一
九
九
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

七
三

『
今
昔
物
語
集
』「
夷
母
弃
山
」
考

鈴

木

文

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
三
ノ
十
八
の
意
図
に
つ
い
て

｜
｜
同
話
・
類
話
と
比
較
し
て
｜
｜

田

口

千

草

類
聚
本
系
『
江
談
抄
』
第
三
巻
第
五
十
条
考

｜
｜
「
葉
二
」
伝
説
に
つ
い
て
｜
｜

山

下

洋

平

今
昔
物
語
集
巻
二
十
八
「
酔
茸
死
語
」
考

吉

野

仁

士

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
龍
神
信
仰
と
安
徳
天
皇

｜
｜
覚
一
本
を
中
心
に
｜
｜

榎

本

祥

子

『
平
家
物
語
』「
剣
」
の
章
段
の
意
味
す
る
も
の

｜
｜
宝
剣
の
改
鋳
と
真
偽
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

早

川

孝

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
の
重
衡
像

｜
｜
巻
九
以
降
を
中
心
と
し
て
｜
｜

杉

本

有

美

婚
姻
譚
と
し
て
の
『
住
吉
物
語
』

東

良

美

和

『
松
浦
宮
物
語
』
研
究

｜
｜
戦
闘
場
面
に
関
す
る
一
考
察
｜
｜

加

藤

直

志

狂
言
「
蚊
相
撲
」
の
形
成
と
展
開

小

谷

祐

介

「
義
経
の
手
の
郎
等
」
群
像

｜
｜
『
義
経
記
』
的
従
者
像
に
関
す
る
一
考
察
｜
｜
松

本

隆

司

謡
曲
「
鉄
輪
」
の
形
成
過
程

｜
｜
宇
治
橋
姫
伝
説
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
｜
｜

宮

内

基
久
子

和
泉
式
部
と
雨

錦

織

崇

説
経
「
ま
つ
ら
長
者
」
の
構
造

太

田

百
合
子



能
楽
「
井
筒
」
の
構
造
に
つ
い
て

丸

山

圭

子

寺
山
修
司
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て

｜
｜
映
画
『
田
園
に
死
す
』
な
ど
｜
｜

岡

崎

真

央

寺
山
修
司
と
短
歌
連
作

前

田

郁

子

「
深
い
河
」
に
み
る
宗
教
の
あ
り
か
た

川

畑

こ
こ
ろ

『
閑
吟
集
』「
花
」
用
語
考

｜
｜
そ
の
使
用
と
配
列
の
傾
向
｜
｜

桜

井

麻

那

浅
井
了
意
の
天
狗

川

島

さ
や
か

芳
沢
あ
や
め
の
女
芸

素

輪

真
由
美

歌
舞
伎
に
お
け
る
紙
子
に
つ
い
て

｜
｜
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
一
期
よ
り
｜
｜

上

田

智

子

余
分
な
こ
と
、
ど
う
で
も
い
い
こ
と
に
対
す
る
強
い
意
志

｜
｜
江
國
香
織
論
｜
｜

松

本

知

子

ア
ム
リ
タ

人
間
の
記
憶
に
つ
い
て
の
考
察

横

井

綾

子

吉
行
淳
之
介
『
夕
暮
ま
で
』
論

春

木

眞

巳

坂
口
安
吾
作
品
に
於
け
る
肉
体
と
精
神

李

承

坂
口
安
吾
の
文
学

｜
｜
『
桜
の
森
の
満
開
の
下
』
に
お
け
る
「
女
」
｜
｜ 三

田

誠

夢
野
久
作
「
木
魂
」
論

｜
｜
久
作
に
お
け
る
心
霊
学
｜
｜

三

上

雅

弘

漱
石
の
自
我
と
そ
の
理
想
郷
的
世
界
に
つ
い
て

傍

嶋

剛

遠
藤
周
作
が
書
い
た
『
聖
書
』

｜
｜
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
受
容
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
東

森

賀

寛

谷
崎
探
偵
考

｜
｜
そ
の
「
語
り
」
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

菊

田

靖

子

松
谷
み
よ
子
『
龍
の
子
太
郎
』
に
お
け
る
龍
に
つ
い
て
小

森

愛

子

宮
本
輝
『
優
駿
』「
美
し
い
競
馬
小
説
」
の
理
由

近

藤

美

帆

宮
沢
賢
治
『
ひ
か
り
の
素
足
』
の
構
成

｜
｜
法
華
経
信
仰
と
の
か
か
わ
り
｜
｜

小

柴

晶

子

「
虫
の
い
ろ
い
ろ
」
と
尾
崎
一
雄
の
「
虫
」
の
い
ろ
い
ろ久

野
田

健

持
て
る
者
、
持
た
ざ
る
者
の
『
そ
れ
か
ら
』

森

田

啓

嗣

日
本
の
葬
送
習
俗
に
見
る
「
葬
儀
の
日
」

西

村

歌

織

鷺
沢
萠
の
主
人
公
を
通
し
て
今
の
在
日
の
若
者
の
意
識
を
探
る

｜
｜
在
日
韓
国
・
朝
鮮
問
題
を
追
っ
て
｜
｜

梅

川

雅

代

中
文
翻
訳
『
そ
れ
か
ら
』
の
研
究

｜
｜
感
性
訳
出
の
可
能
性
と
そ
の
限
界
｜
｜

宮

本

雅

也

「
そ
れ
は
何
で
あ
る
か
｜「
僕
」
と
は

｜
｜
村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
ま
で
｜
｜

青

木

亮

人

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
癒
し
と
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由

垣

内

温

子

「
音
」
が
語
る
作
品
世
界

村
上
春
樹
『
１
９
７
３
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』
論

森

妙

一
九
九
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

七
四



『
外
科
室
』
｜
｜
「
下
」
の
構
造
分
析
と
技
巧
｜
｜

奥

山

妙

子

星
新
一
の
作
品
は
、
何
故
教
育
現
場
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か

榎

阪

美

保

太
宰
治
の
小
説
に
お
い
て
翻
案
と
い
う
方
法
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
か

一

色

知

希

料
理
小
説
と
し
て
の
村
上
龍
『
は
じ
め
て
の
夜

二
度
目
の
夜

最
後
の

夜
』

亀

野

高

弘

姫
野
カ
オ
ル
コ
『
ラ
ブ
レ
タ
ー
』
に
つ
い
て

喜

多

由

佳

『
オ
リ
ン
ポ
ス
の
果
実
』
と
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
文
学

森

あ
ず
さ

星
新
一
・
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
作
品
群
に
お
け
る
分
類
と
そ
の
傾
向
の
分

析

中

瀬

美

栄

太
宰
治
・
連
作
小
説
論

｜
｜
「
愛
と
美
に
つ
い
て
」
か
ら
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
へ
｜
｜

西

村

亜
衣
子

『
キ
ッ
チ
ン
』
と
『
満
月
｜
キ
ッ
チ
ン
２
』
の
構
造
及
び
時
間
に
つ
い
て

高

保

麻
衣
子

『
ホ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
』

｜
｜
結
末
に
生
ま
れ
る
も
う
ひ
と
つ
の
物
語
｜
｜

田

中

陽

子

『
季
節
の
な
い
街
』
と
「
プ
ロ
ッ
ト
」
の
関
係

内

海

直

子

『
恋
愛
映
画
』
に
見
る
会
話
及
び
映
像
効
果

輪

湖

み
ど
り

江
戸
川
乱
歩

そ
の
弦
想
と
自
意
識

｜
｜
「
論
理
的
乱
歩
」
と
「
幻
想
的
乱
歩
」
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

山

口

裕

子

日
本
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
ヴ
ォ
イ
ス
の
対
照

東

健
太
郎

一
九
九
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

七
五

唱
歌
・
童
謡
に
お
け
る
色
彩
語
使
用

東

本

佐
保
子

二
人
称
代
名
詞
「
あ
な
た
」
の
現
代
に
お
け
る
語
義
・
用
法

伊

藤

玉

青

外
来
語
の
形
容
動
詞

｜
｜
四
〇
年
間
の
新
聞
記
事
に
見
る
外
来
語
の
形
容
動
詞
の
変
遷
｜
｜

亀

田

美

紀

日
本
語
教
育
に
お
け
る
基
本
語
彙

松

村

美

緒

『
細
雪
』
の
敬
語

｜
｜
接
頭
辞
「
お
」
を
中
心
に
｜
｜

松

尾

茜

商
品
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
諸
相

村

松

浩

二

動
物
の
鳴
き
声
を
あ
ら
わ
す
擬
音
語

中

島

由

子

身
体
語
彙
を
用
い
た
慣
用
句
の
考
察

大

盛

麻

子

地
名
の
研
究

｜
｜
地
名
と
居
住
者
と
の
関
係
を
中
心
に
｜
｜

坂

本

拓

彦

ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
の
日
英
対
照

｜
｜
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
通
し
て
見
る
｜
｜

鈴

木

美
和
子

岐
阜
県
中
心
部
に
お
け
る
現
代
方
言
の
研
究

橋

貴

紀

複
数
接
尾
辞
「
た
ち
」「
ら
」
に
つ
い
て

打

田

有

希

落
語
の
語
用
論

｜
｜
お
か
し
さ
の
分
析
｜
｜

上

村

香

奈

国
語
辞
書
に
お
け
る
類
義
語
の
意
味
記
述
に
つ
い
て

｜
｜
あ
ら
そ
う
・
き
そ
う
・
た
た
か
う
を
例
に
｜
｜
淺

利

優

子



マ
ン
ガ
に
お
け
る
擬
音
語
・
擬
態
語

｜
｜
手
塚
治
虫
の
作
品
か
ら
｜
｜

鎌

倉

由
喜
利

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
論

｜
｜
比
喩
表
現
を
中
心
に
｜
｜

木

村

史

子

漢
語
系
接
辞
「
｜
然
」
に
つ
い
て

前

田

一

乃

否
定
の
接
頭
語
「
不
」「
無
」
に
つ
い
て

松

村

茜

現
代
の
変
形
文
字
に
つ
い
て

｜
｜
中
学
生
の
意
識
調
査
を
も
と
に
｜
｜

中

尾

歩

一
九
九
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

七
六



同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
則

第
一
章

総

則

第
一
条

本
会
は
同
志
社
大
学
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条

本
会
は
国
文
学
・
国
語
お
よ
び
国
語
教
育
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条

本
会
の
会
員
は
同
志
社
大
学
国
文
学
専
攻
に
属
す
る
左
記
の
も
の
と

す
る
。

１

専
任
教
員

２

学
部
在
学
生

３

大
学
院
在
学
生
（
博
士
課
程
前
期
・
後
期
）

４

学
部
卒
業
生

５

大
学
院
修
了
生

た
だ
し
、
特
に
入
会
を
希
望
し
、
評
議
員
会
の
認
め
た
も
の
は
会
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

第
三
条
４
・
５
項
目
の
会
員
で
、
卒
業
ま
た
は
修
了
後
四
年
以
上
を

経
過
し
た
者
、
お
よ
び
第
三
条
た
だ
し
書
き
に
よ
る
会
員
は
、
退
会
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
会
員
の
う
ち
、
会
費
の
滞
納
が
二
年
分
以

上
に
及
ん
だ
者
は
、
退
会
の
意
思
を
表
明
し
た
も
の
と
み
な
す
。

退
会
者
が
復
会
を
希
望
す
る
場
合
は
、
未
納
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す

る
。

一
九
九
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

七
七

第
五
条

本
会
の
事
務
所
を
同
志
社
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
に
お
く
。

第
二
章

事

業

第
六
条

本
会
の
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
左
記
の
事
業
を
行
な

う
。

１

研
究
会
の
開
催

２

講
演
会
の
開
催

３

機
関
誌
の
発
行

４

研
究
上
必
要
な
調
査
見
学

５

そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

第
三
章

組
織
お
よ
び
役
員

第
七
条

会
長
は
会
を
代
表
す
る
。
会
長
は
専
任
教
員
の
互
選
に
よ
る
。

第
八
条

評
議
会
は
総
会
に
準
ず
る
決
議
機
関
で
あ
る
。

第
九
条

評
議
員
の
選
出
は
左
記
に
よ
る
。

１

専
任
教
員

全
員

２

学
部
在
学
生

一
部

十
二
名

二
部

四
名

３

大
学
院
在
学
生

一
名

４

学
部
卒
業
生

二
名

５

大
学
院
修
了
生

一
名

た
だ
し
、
４
・
５
項
に
つ
い
て
は
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。



第
十
条

常
任
委
員
会
は
会
務
の
企
画
、
立
案
、
執
行
に
当
る
。

第
十
一
条

常
任
委
員
の
選
出
は
左
記
に
よ
る
。

１

専
任
教
員

四
名

２

学
部
在
学
生

一
部
四
名

二
部
一
名

３

大
学
院
在
学
生

一
名

４

学
部
卒
業
生

一
名

５

大
学
院
修
了
生

一
名

た
だ
し
、
４
・
５
項
に
つ
い
て
は
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

第
十
二
条

会
計
監
査
は
二
名
と
し
、
評
議
員
会
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

第
十
三
条

役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
選
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
十
四
条

第
三
条
の
各
項
の
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
。第

四
章

総

会

第
十
五
条

総
会
は
本
会
の
最
高
の
決
議
機
関
で
あ
る
。

第
十
六
条

総
会
の
開
催
は
左
記
に
よ
る
。

１

定
期
総
会
は
年
一
回
こ
れ
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

２

臨
時
総
会
は
評
議
員
会
ま
た
は
常
任
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
時
、
こ

れ
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

３

会
員
の
五
十
名
の
要
請
が
あ
れ
ば
臨
時
総
会
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条

総
会
は
出
席
会
員
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。

第
十
八
条

総
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
成
立
す
る
。
可
否
同

数
の
場
合
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

第
五
章

会

計

第
十
九
条

本
会
の
会
費
は
年
額
二
〇
〇
〇
円
と
す
る
。（
昭
和
五
十
二
年
度

改
訂
）

第
二
十
条

本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
よ
り
翌
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す

る
。

第
六
章

補

則

第
二
十
一
条

本
会
則
の
改
正
は
総
会
に
お
い
て
出
席
会
員
の
三
分
の
二
以
上

の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

第
二
十
二
条

本
会
則
の
発
効
は
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
と
す
る
。

投

稿

規

定

国
文
学
会
機
関
誌
「
同
志
社
国
文
学
」
は
、
会
員
諸
氏
の
研
究
発
表
の

場
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
進
ん
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
枚
数
は
四
百
字
詰
三

十
枚
以
内
。
第
五
十
三
号
の
締
切
は
二
〇
〇
〇
年
九
月
末
日
、
厳
守
。
た

だ
し
、
掲
載
論
文
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
論
文
の
採
択
は
編
集
委

員
会
に
一
任
し
て
く
だ
さ
い
。
採
否
の
問
合
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
九
九
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

七
八



執
筆
者
紹
介

千

二
斗
（
一
九
九
九
年
度
本
学
客
員
教
授
、
韓
国
圓
光

大
学
校
名
誉
教
授
）

山
内
ゆ
か
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
九
八
年
度
修

了
）

藤

麻
弥
子
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
九
八
年
度
修

了
）

呉

艶
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

森
澤
夕
子
（
本
学
九
五
年
度
卒
業
生
）

河

京

植
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

麻一
九
九
九
年
度
国
文
学
会
彙
報

七
九

編
集
後
記

文
部
省
小
学
校
令
施
行
規
則
が
改
め
ら
れ
、
か
な
字
体
の
統
一
、
棒
引
き
字

音
か
な
づ
か
い
が
実
施
さ
れ
、
坪
内
雄
蔵
編
の
『
尋
常
國
語
讀
本
』『
高
等
國

語
讀
本
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
一
九
〇
〇
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
井
上
円
了

『
漢
字
不
可
廢
論
』
の
発
表
、『
言
語
學
雜
誌
』
の
創
刊
が
あ
り
、
松
下
大
三

郎
・
渡
辺
文
雄
『
國
歌
大
觀
』
の
刊
行
も
あ
っ
た
。『
高
野
聖
』『
思
ひ
出
の

記
』『
は
つ
姿
』
な
ど
が
発
表
さ
れ
、『
明
星
』
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
入
っ
て
、
こ
の
百
年
の
日
本
の
歩
み
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
振
り
返
り
、
新
し
い
世
紀
を
切
り
拓
く
よ
す
が
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
月

に
出
さ
れ
た
「
英
語
を
第
二
公
用
語
に
」
と
い
う
提
言
に
つ
い
て
も
、
諸
方
面

か
ら
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
重
大
で
真
剣
な
議
論
と
検
討
を
要

す
る
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
号
に
は
、
文
学
関
係
五
篇
と
言
語
関
係
一
篇
、
合
計
六
篇
の
論
文
を
載
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
寄
稿
者
の
う
ち
半
数
の
三
氏
は
外
国
籍
の
人
で
あ
り
、
期

せ
ず
し
て
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
号
と
な
っ
た
。

本
号
に
つ
い
て
、
多
方
面
か
ら
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
玉
村
文
郎
）



同
志
社
国
文
学

第
五
十
二
号

二
〇
〇
〇
年
三
月
一
五
日

印
刷

二
〇
〇
〇
年
三
月
二
〇
日

発
行

編

集

玉

村

文

郎

田

中

励

儀

発

行

同
志
社
大
学
国
文
学
会

（
代
表
）

向

井

芳

樹

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

振
替

〇
一
〇
九
〇
｜
二
｜
二
七
三
七

印
刷
所

共
同
印
刷
工
業
株
式
会
社

京
都
市
右
京
区
西
院
久
田
町

『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
後
半
の
世
界
に
み
る
自
然

八
〇
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